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加古川パスタ物語 
 ⾵薫る五⽉。 
 デュラム⼩⻨の穂が加古川市⼋幡町の⻘空に映える。 
 品種名、セトデュール。 
⽇本で初めてデュラム⼩⻨（パスタ向けの⼩⻨）として育成された品種である。 
 そして、そのセトデュールの商⽤栽培に⽇本で初めて成功したのが、加古川市⼋幡町にあ
る農業組合法⼈⼋幡営農組合だ・ 



「最初は『⾊の⿊い変な⻨を植えて。』と地域の⼈に⾔われた。」 
と⼋幡営農組合の代表理事（当時）芦原安男は⾔う。 
 

まずは約⼗年前の平成２２年にさかのぼり、加古川パスタの誕⽣を紐解いていこう。 
 
⽬次  全３６ページ 
 品種になれない劣等⽣ 
 ⽇本初商⽤ベースでの栽培に成功 
 品種になったセトデュール 
 加古川パスタの誕⽣ 
 受賞の喜び 
 レシピコンテスト~加古川恵幸川パスタの誕⽣〜 
 ランチミーティングの開催 
 学校給⾷に加古川パスタを 
 新型コロナウイルス感染症の蔓延 
 プロジェクト始動 
 ひがタンに登場！ 

新プロジェクト始動  
 加古川⽣パスタの誕⽣ 
 豊かな実りのために 
 これからも 
 参考⽂献 
 
 


